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ご　挨　拶

5.

6.

7.

二酸化炭素排出量の削減の為に省エネルギー
　(電力・ガソリン・軽油・灯油等の削減）に取組みます。

環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

受託した産業廃棄物の再資源化に取組み、リサイクル率の向上を図ります。

排水量（或いは水使用量）の削減に取組みます。

グリーン購入に取組みます。

　私ども岡山金属株式会社は、創文久元年(1861年)に備前池田藩より「潰金銀及び古物取扱の鑑
礼」を受けた時を創業とする、岡山一長い伝統を持つ金属リサイクル企業です。
　先祖より受け継いだ「伝統と信頼」を守るため信用を第一に、また経営理念として掲げる「拡大発
展・社会貢献・自己実現」を従業員一丸となって守りつつ、限りある地球資源の循環を担う業種とし
て誇りをもって事業活動を行って参ります。

環 境 方 針

　当社は、金属くずの収集運搬、加工、卸を主とする事業活動において、本業である
産業廃棄物処理業を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自
主的・積極的に取り組み継続的改善を図ります。

代表取締役  佐藤　治男

制定日： 2015 年　　10月　　1日

1.

環境に配慮した収集運搬及び処分に取組みます。

この環境方針を全従業員に周知致します。

3.

2.

4.
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Ⅰ．組織の概要
（１） 名称及び代表者名

岡山金属株式会社
代表取締役　佐藤　治男

（２） 所在地
本社・本社工場 〒709-0625　岡山県岡山市東区上道北方350番地
西営業所 〒701-0205　岡山県岡山市南区妹尾四条4068-6

（３） 環境管理責任者及び担当者の氏名と連絡先
責任者 代表取締役 佐藤　治男 TEL : 086-279-0347

FAX : 086-279-0683
担当者 営業部 佐藤　旭　　 　TEL・FAX：086-281-1268

                  E-mail : okawest07@yahoo.co.jp

（４） 事業内容

（５） 法人設立年月日　：　昭和13年

（６） 資本金　　　　　　　：　３０ 百万円

（７） 事業の規模
売上金額 1,214 百 万 円 （2024年度実績）
主要製品生産量 17,947 ト ン （2024年度実績）

本社 西営業所 合計
24名 4名 28名

3308㎡ 35㎡ 3343㎡
11590㎡ 2839㎡ 14429㎡

（８） 事業年度 ４月～翌年３月

従業員　　　　　
延べ床面積　　　
敷地面積

金属くずの収集運搬、加工、卸、産業廃棄物収集運搬・中間処理業
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（９） 実施体制

環境事務局

営業部門 場内作業部門運送部門 西営業所

代表者
社長

環境管理責任者

社長

総務部門
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（10） 1.主な許可の内容

● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ●

●
●

● ● ● ● ● ●
● ● ●

2.積替え保管の詳細

sumi 
3.中間処理・事業の用に供するすべての施設

産業廃棄物収集運搬許可(特管)(岡山市) 岡山市東区上道北方350(一部) 200㎡ 5.33㎥ 1ｍ

(1)選別施設
岡山市東区上道北方350

47.6ｔ/日(金属くず換算、8ｈ/日稼働)
(2)切断施設 40ｔ/日×1基、89.6ｔ/日×1基(いずれも金属くず換算、8ｈ/日稼働)
(3)破砕施設 23.2ｔ/日(廃プラ類換算、8ｈ/日稼働)

施設の種類 住所 処理能力

事業許可名 住所 面積 保管上限 高さ

産業廃棄物収集運搬許可(岡山市)
岡山市東区上道北方350(一部) 200㎡ 87㎥ 1.75ｍ
岡山市南区妹尾四条4068-6 2839㎡ 29㎥ 1.75ｍ

古物商許可 721060013909 平成8年2月8日
計量証明事業登録 2-1020 平成4年2月15日
フロン類引取業 20831000029 令和4年6月14日 令和9年6月13日
第一種フロン類回収 331110027 令和4年2月27日 令和9年2月26日
破砕作業許可 20836000029 平成26年7月1日 令和11年6月30日

産業廃棄物処理施設設置 (7)-1号 平成9年3月3日

産業廃棄物処分業許可 8320038859 令和3年5月26日 令和8年5月15日
選別・切断 中間処理
破砕 （選別・切断・破砕）

産業廃棄物収集運搬許可(特管)(岡山県) 03351038859 令和4年8月1日 令和9年7月23日 積替え保管無し

産業廃棄物収集運搬許可(特管)(岡山市) 08360038859 令和4年4月13日 令和9年3月25日 積替え有り

積替え有り
産業廃棄物収集運搬許可(岡山県) 03301038859 令和3年5月26日 令和8年5月15日 積替え保管無し

産業廃棄物収集運搬許可(岡山市) 08310038859 令和3年5月26日 令和8年5月15日

廃
油

廃
プ
ラ

紙
く
ず

木
屑

事業許可名 許可番号 許可年月日 有効期限

事業の範囲
廃棄物の種類

その他
燃
え
殻

ガ
ラ
ス
屑
他

が
れ
き
類

バ
ッ

テ
リ
ー

ゴ
ム
屑

金
属
屑
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(11)施設等の状況
■本社工場主要設備

400kw 鋼屑シュレッダプラント　(5～7t / h)
600t ギロチン式オールマイティシャー(5t / h)
1000tギロチン式シャーリング機(11t / h)
25kN スクラップローダ
4.9t クラブトロリ式天井クレーン
油圧ショベル(0.7クラス)４台
2.5t ホイルローダー
他

■西営業所主要設備
油圧ショベル(0.7クラス)１台
2.5t ホイルローダー

（対象期間： 2024年4月

■産業廃棄物収集運搬用車両
台数 台数

3 6
1 1
1

～2025年3月)

2ｔ平ボディー

車種 車種
大型ダンプ 大型ヒアブ
4ｔユニック付き ６ｔ平ボディー
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■作業工程

17,947
2,440

18,096

※金属くず・自動車ガラの自社運搬分・他社持込分の分別計量は行っていないため、収集運搬量は算出不可

Ⅱ．認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 岡山金属株式会社
対象事業所： 本社、本社工場、西営業所
対 象 外 ： 無し
活 動 ： 金属くずの収集運搬、加工、卸

Ⅲ．主な環境負荷の実績
単位 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

kg-CO2 552,479 569,874 497,319 505,305 515,350

ｋＷｈ 346,237 362,198 310,636 320,908 325,826
Ｌ 8,165 4,987 4,838 3,184 4,796
Ｌ 89,632 94,762 82,141 86,222 87,446
Ｌ 10,079 8,304 9,138 7,450 7,854

Ｌ 7,995 9,535 8,179 7,410 6,863
ｋｇ 57.5 50.5 39.5 52.5 37.0
ｔ 55.5 86.1 87.0 40.0 49.5
ｔ 2,754 2,852 2,385 2,440 2,807
ｔ 1,510 1,454 1,322 1,383 1,398
㎥ 833 814 865 695 724

注.LPG使用量は少量のため、削減活動は行うが設定はしていません

●産業廃棄物

産廃受託量(自動車カラ除)
産廃受託量（自動車ガラ）

総排水量

項　目

電力使用量

A重油使用量
一般廃棄物

灯油使用量

産廃排出量

二酸化炭素総排出量

軽油使用量
ガソリン使用量

（１２）2023年度処理実績

●金属くず
総入荷重量(t)：

うち自動車ガラ(t)：
総出荷重量(t)：

金属くず受入
(持込or引取)

荷降ろし・選
別

長尺もの

自動車ボデーくず・
プラ混載物

非鉄金属

1000ｔギロチンシャーへ

シュレッダー
(自動破砕選別機)へ

製鋼所へ

各問屋へ
不純物除去

ガス切断(形状によってギロ

チン処理orガス切断)
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Ⅳ．環境目標及びその実績
（１）中長期目標

目標 目標 目標 目標 実績 達成成否 目標

kg-CO2 572,952 572,952 567,222 561,493 555,763 515,351 550,034

対基準（％） 100% 99% 98% 97% 90% 96%

kWh 350,349 350,349 346,846 343,342 339,839 325,826 336,335化石燃料・電気・水道・一廃
係数： 0.738 kg-CO2 258,558 258,558 255,972 253,387 250,801 240,459 248,215

対基準（％） 100% 99% 98% 97% 93% 96%

Ｌ 8,261 8,261 8,179 8,096 8,013 4,796 7,931

係数： 2.32 kg-CO2 19,166 19,166 18,974 18,783 18,591 11,126 18,399

対基準（％） 100% 99% 98% 97% 58% 96%

Ｌ 95,836 95,836 94,877 93,919 92,961 87,446 92,002

係数： 2.58 kg-CO2 247,256 222,339 220,115 217,892 215,668 225,611 213,445

対基準（％） 100% 99% 98% 97% 91% 96%

Ｌ 13,677 13,677 13,540 13,403 13,267 7,854 13,130

係数： 2.49 kg-CO2 34,056 34,056 33,715 33,375 33,034 19,556 32,694

対基準（％） 100% 99% 98% 97% 57% 96%

Ｌ 7,597 7,597 7,521 7,445 7,369 6,863 7,293

係数： 2.71 kg-CO2 20,587 20,587 20,381 20,176 19,970 18,599 19,764

対基準（％） 100% 99% 98% 97% 90% 96%

kg 62.5 62.5 61.9 61.2 60.6 37.0 60.0

対基準（％） 100% 99% 98% 97% 59% 96%

㎥ 731 731 724 717 709 724 702

対基準（％） 100% 99% 98% 97% 99% 96%

割合(％) 42.2 42.2 42.6 43.5 44.8 34.4 43.9

対基準（±％） 100% 101% 102% 103% -8% 104%

t 20,134 20,134 20,335 20,742 21,364 17,947 20,939

対基準（％） 100% 101% 102% 103% 89% 104%

1回/年 １回/月 １回/月 １回/月 １回/月 １回/月 １回/月

対基準（％） 継続 継続 継続 継続 継続 継続

2025年度

Ⅴ.グリーン購入
(エコ品/全品目(%))
(2015～集計)

項目

排出量合計

Ⅰ. 二酸化炭素

②ガソリン使用量削減

①電力使用量削減

(H26・2014年度 中電)

基準値
(2016～

2020平均値)

年度

一般廃棄物の削減
(2016～集計)

✕
Ⅲ.水使用量の削減

2021年度 2022年度

Ⅳ.化学物質適正管理

Ⅱ.廃棄物排出量の削減

注2.LPG使用量は少量のため、削減活動は行うが設定はしていません

Ⅶ.会社周辺の清掃

注1.電力による二酸化炭素排出量は、中国電力（株）の平成24年度の二酸化炭素
実排出係数 0.738 kg-CO2/kWhを用いて算出した。

取扱量（仕入れ重量)の増加

○

取 扱 い 無 し

2023年度

Ⅵ.環境配慮

✕

✕

④灯油使用量削減

⑤A重油使用量削減

2024年度

◯

◯

◯

◯
③軽油使用量削減

◯

◯

◯
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Ⅴ．環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容
達成状況 次年度予定

○

○
○ 継続　・　 変更

○ 継続　・　 変更

○ 継続　・　 変更

△ 継続　・　 変更

◯
○ 継続　・　 変更

○ 継続　・　 変更

○ 継続　・　 変更

○ 継続　・　 変更

○
○ 継続　・　 変更

○ 継続　・　 変更

○ 継続　・　 変更

○
○ 継続　・　 変更

○ 継続　・　 変更

×
○ 継続　・　 変更

×
× 継続　・　 変更

× 継続　・　 変更

×
○ 継続　・　 変更

〇
○ 継続　・　 変更

◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった
※【Ⅳ.化学物質】の項目は省略

Ⅵ．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

遵守評価
遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、関係当局よりの違反、訴訟、或いは環境上の苦情等も過去３年間ありませんでした。

Ⅶ.会社周辺の清掃

評価結果と次年度の取組内容

Ⅵ.環境配慮(取扱量の増加)

基準年に対し、市況や環境問題による入荷品目の違
い、取扱量増加などに伴うSHプラント稼働率の増加で
水使用量が多めに出ている。

引き続き努力する

環境活動計画（達成手段）

・エアコンの温度管理
・処理工程の効率化
・照明管理
・省エネ機器の導入

・下記の通り

Ⅰ.二酸化炭素排出量総量の削減

市況の変化に伴い取扱量は減少。
使命感を持ち、市況に負けない営業力を意識して目
標達成を目指す。

・エコドライブ

・アイドリングストップ

フロン排出抑制法

・節水意識の向上

・事務用品のグリーン購入比率向上

・裏紙使用の徹底
・個々の意識の向上

・適正な機械の整備

各危険物(主に油類)の管理

廃掃法
自動車リサイクル法
騒音・振動規制法
消防法
浄化槽法

許可更新、マニフェスト管理など

機器設置・使用に伴う振動の把握、対応
許可更新、移動報告

浄化槽の設置、管理

定期点検（重機エアコン）

事業活動に伴う悪臭物質の把握、対応悪臭防止法
高圧ガス保安法

電力による二酸化炭素排出量の削減

・適正な車両の整備

・作業工程を減らす計画

Ⅱ.廃棄物排出量の削減(一廃)

高圧ガスの取り扱い

重機など燃料による二酸化炭素排出量の削減（軽油、灯油、重油）

Ⅲ.水使用量の削減

Ⅴ.グリーン購入

適用される法規制 遵守すべき要求事項（施設・物質・事業活動等）

・月に一度の会社周辺の清掃

・省エネ型機器の購入

・アイドリングストップ

月に一度の会社周辺のゴミ拾いは継続している。また、
その他の営業活動に絡め清掃の機会は増えてきてい
る。従業員の間でも習慣になってきており、いい傾向で
ある。

・環境配慮に注目した営業活動

目標未達。内容は以下の通り。

基準値（前期5年分平均値）に対して目標は達成できてい
る。長期的に見返してみて、年々の意識改革の結果がよく
反映されているようだ。

基準値の見直しにより前年度以前と比較はしづらい
が、対基準値は目標達成となっている。
達成手段への各々の努力がよく現れているようだ。

自動車燃料同様、達成手段への各々の努力がよく
現れているようだ。

対目標値は昨年に続き減少。デジタル化の効果も
多少出ているように思える。

・効率的なルートでの営業

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減(ガソリン、軽油)
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Ⅷ．代表者による全体の評価と見直し

2025年7月1日
代表取締役　　佐藤　治男

□環境活動の紹介

（会社周辺の清掃） （環境方針掲示）

（節水活動） （電力デマンド計）

2024年度は、国内外の鋼材需要が依然として弱含みで推移し、日本の鉄スクラップ発生量も高品位材が
不足、低品位材が余剰となるなど、業界全体で調達・販売の難しさが続いた。海外では中国の鋼材輸出
増がアジア市場に影響し、輸出価格は為替変動に大きく左右される一年となった。さらに、ロシア・ウクライ
ナ情勢など地政学リスクが原料市況や物流に不透明感を与えた。

　こうした状況下でも、当社は設備改善や人事配置見直しなどによる選別精度、オペレーション効率向上
に取り組み、競争力強化を進めた。一方、猛暑や局地的豪雨といった厳しい作業環境の中、現場スタッフ
は安全と品質を守りながら職務を遂行してくれた。今後も資源使用料の削減や作業効率向上に向け、社
内一丸で改善と成長を継続していく。
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